放課後等デイサービスの４月分請求について
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■利用者負担額の求め方
当初利用予定に基づき算出される利用者負担額と、実績に基づき算出される利用者負担額を比較し、金額が安い方を実際に利用者に請求してください。
その比較をするために、「放課後等デイサービス提供実績記録票」に当初利用予定を仮入力して、当初利用予定の利用者負担額を求めてください。
【当初利用予定】（仮入力により求める）
1 春休み期間は実績を入力
2 臨時休校期間は当初利用予定に基づき入力（臨時休校が無かった場合、学校がある日は平日単価で）
③ 居宅等における支援の利用予定がある場合、その日の分は入力しない。






比較


【Ａ】「居宅等における支援」なしの場合
全て実績のとおり入力。
【B】「居宅等における支援」ありの場合
1 4月1日～4月30日まで実績を入力。
2 居宅等における支援を行った場合、その日の分は入力しない。
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【当初利用予定】と、【A】または【B】を比較して、安い方の金額を利用者に請求。


■国保連への請求のしかた
3月分の請求方法と同じく、国保連に伝送する請求明細及び実績記録表は、実績に基づき入力したものを伝送してください。
国保連に伝送する請求明細及び実績記録表には、「居宅等における支援」も実績に計上します。
その際、請求明細書の次の３カ所には、上記「■利用者負担額の求め方」で求めた利用者負担額を入力してください。
※記入方法についての詳細は、別添の記入例を確認してください。
　①　利用者負担上限月額
②　上限月額調整（①②の内少ない数）
③　決定利用者負担額



【請求時の注意事項】

○仮入力した結果を必ず印刷・保存してください。

○４月当初計画に基づく明細書及び実績記録票は国保連には絶対に伝送しないでください。正しい報酬が請求できなくなります。

○春休み（入学式・始業式以前）は休業日単価となります。

○臨時休校期間（春休み明け～）は、
事業所が受入体制を整えている時間が6時間以上の日⇒休業日単価
〃　　　　　　　　6時間未満の日⇒平日単価
にてご請求願います（学校登校日も含む）。

○保護者に発行する４月分の領収書については、保護者に請求する金額が明記されていれば結構です。（明細の内容は、当初計画でも利用実績でも構いません。）

○上限管理事業所には、４月当初計画（臨時休校が無かった場合）と4月実績のうち利用者負担額が安い方の請求明細書を送付してください。上限管理事業所は、それをもとに上限管理（兄弟上限管理も同じく）を行い、利用者負担上限額管理結果票を作成してください。

○兄弟上限管理計算シートに入力をする際は、４月当初計画（臨時休業が無かった場合）と4月実績のうち利用者負担額が安い方の明細の総費用を記入してください。

○利用者負担上限額管理結果票・兄弟上限管理計算シートの上限月額は、受給者証に記載の利用者負担上限月額（4,600円、37,200円）を入力してください。
